
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）
現行の経営体制・手法を解体する事は、拡大、拡張場面では優位性があるものの、人口減少によ
り、今後、給水量の増加が見込めない状況下では、新たに発生する時間、労力、コスト、更には、そ
の後の運営ﾘｽｸの方が高いと考えているため、今は潤沢な手持ち資金を上手く使い、今となっては過
大すぎる施設をコンパクト化したり、浄水と県からの受水量の適切な配分量を模索するなどの自助努
力によって利益を生みだすことが効果的と考えているため。

今後の経営改革の方向性としては、更に減少が見込まれる給水量に見合った
施設への改良投資に重点を置いています。

○

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

団体名 事業名 公営企業の名称

境町 水道事業 法適用企業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

境町 下水道事業 公共下水道

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

○

・下水処理場等の大規模な施設を持っていないため、民間委託等は難しいと考えており、人員的にも
余裕がなく通常業務に注力していることから、現行の経営体制を維持しながら、経営改革を進めてい
くこととする。

・完全民営化や民間への事業譲渡は考えられず、現行の経営体制を維持しな
がら、使用料改定なども含めて経営改革を検討していく。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

境町 下水道事業 農業集落排水事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

○

・下水処理場等の大規模な施設を持っていないため、民間委託等は難しいと考えており、人員的にも
余裕がなく通常業務に注力していることから、現行の経営体制を維持しながら、経営改革を進めてい
くこととする。

・完全民営化や民間への事業譲渡は考えられず、現行の経営体制を維持しな
がら、使用料改定なども含めて経営改革を検討していく。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


